
　光科学および光技術調査委員会（光委員会）の企
画記事検討会議において，「自分が携わった分野に
ついてはある程度専門書籍を知っているが，これま
で取り組んだことのない専門領域については，光分
野の中であっても，どんな専門書，教科書があるか
あまり知らない．他の分野に取り組もうとした際に
学習の助けとなるような書籍を紹介できれば有用で
はないか」という意見が提案され，多くの委員の共
感を得た．光委員にアンケートをとり，各専門分野
を学習するのに有用と思われる書籍をまとめたのが
本記事である．
　今回のアンケートでは，光学の基礎的な知識を習
得済みの技術者，研究者，あるいは学生を対象読者
と想定して書籍の紹介をお願いした．
　基礎知識を再度見直し，固めるという観点から
は，「Optics（ヘクト光学）」1），久保田広の「光学」2）

と「波動光学」3）が紹介された．「Optics（ヘクト光
学）」は光学の基礎的な知識を習得済みの人こそが
理解を深めながら楽しく読める．久保田広の「光
学」は一般的な光学の本と比べて，とにかく内容が
豊富である．結像光学系の基礎から始まり，収差
論，光学系設計 /検査法や測光測色についても書か
れている．特に波面光学については約 70ページを
割いて詳しい説明がされている．初学者が通読する
には気合が必要であり，一通り学んだ人が事典のよ
うに使うのに適している．同著者による「波動光
学」は「光学」の姉妹書で，こちらも内容が豊富で
ある．「古典としての光学をしっかり身につけ新し
いことを学んで欲しいために書いた」というコンセ
プトは「光学」と同様とのことである（あとがきよ
り）．干渉の基礎から干渉計，スカラー回折理論と
像に与える影響や MTF（modulation transfer func-

tion）について書かれており，最後の章でコヒーレ

ント光学についても書かれている．「光学」同様に
事典として使える一冊である．
　応用面での視野を広げるという観点からは，
「Fundamentals of Photonics（光工学）」4）が紹介され
た．光工学の分野が幅広く網羅され，光学の知識が
実際の応用でまとめられている．理論の説明が簡略
化されているという難点もあるが，学生から研究者
まで活用できる．
　光学系の設計について学ぶ書籍としては，「結像
光学入門」5）が紹介された．光学系による結像の基
礎と常識的な事項について詳細に記載されている．
基本的な項目が一通り網羅されており，光学系の設
計技術を学ぶ入門書として適している．
　光学系を構成する光学素子について学ぶ書籍とし
ては，「結晶光学」6）が紹介された．光学素子を扱う
研究者が知っているべき知識が丁寧に書かれて 

いる．
　光学素子の中でも光導波路・光ファイバーについ
て学ぶ書籍としては，「光集積回路（改訂増補版）」7）

と「Fiber-Optic Communication Systems」8），「Nonlin-

ear Fiber Optics」9）が紹介された．「光集積回路（改
訂増補版）」は光導波路の基礎的な理論から，応用
例，実際に光導波路を製作する手順まで記載されて
おり，これから光導波路に関する仕事を始めようと
される方にはお薦めしたい本である．「Fiber-Optic 

Communication Systems」は光ファイバー中の光の
伝播や光ファイバー通信で問題となる非線形光学効
果について丁寧に記述されている．「Nonlinear Fi-

ber Optics」は送受信器や伝送路，光増幅器や光伝送
設計といった光ファイバー通信に関する記述が豊富
で，光信号伝送に関する研究を行う上で参考にな
る．
　レンズの設計法について学ぶ書籍としては，「レ
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ンズ設計法」10）と「レンズ設計工学」11）が紹介され
た．「レンズ設計法」はレンズ設計において特に重
要となる近軸理論と収差論について，重点的に記さ
れている．また，基礎だけでなく，理論の応用方法
についても記載されており，実際にレンズ設計を行
う上で参考となる一冊である．「レンズ設計工学」
はまずレンズ設計において重要な近軸理論を述べ，
その上でレンズ設計における性能改善の手法や各種
レンズシステムのポイント等を記載している．レン
ズ設計初心者にはお勧めの一冊である．これを通読
した後に「レンズ設計法」を読むと，よりわかりや
すい．
　光と物質の相互作用についてより深く学ぶための
書籍としては，「非線形光学」12），「光と磁気」13），「光
の量子論」14）が紹介された．「非線形光学」は「非線
形光学とは何ぞや」がよくまとめられており，式変
形も適度なレベルで勉強になる．「光と磁気」は磁
気光学について基礎から最近の話題まで盛り込まれ
ており，磁気光学分野の研究者の必携本である．
「光の量子論」は光と物質の相互作用を統一的に説
明した教科書である．この教科書では電磁場を古典
的に扱った半古典論と，第二量子化の扱いが共に解
説されており，光と物質の相互作用をさまざまな観
点から理解するのに適している．
　そのほか，専門分野に関して学ぶ書籍として「分
光エリプソメトリー」15），「色彩工学」16），「Handbook 

of Holographic Interferometry」17）が紹介された．「分
光エリプソメトリー」は分光エリプソメトリーにお
いて必要となる光学の基礎からデータ解析法まで一
通り記載されており，入門書として最適な本であ
る．「色彩工学」は色を定量的に扱う色彩工学を初
めて勉強したい方にお薦めの一冊である．「Hand-

book of Holographic Interferometry」はディジタルホ

ログラフィーについて，光学的な特性と計算機上で
の取り扱いの両者がよくまとめられている一冊であ
る．ホログラフィーの物理的な説明から始まり，撮
影によく用いられる CCDカメラ，C-MOSカメラの
電気的な特性，数々の数値再生法など，一通りのこ
とが詳しくわかる．
　以上，本記事の書籍が読者の役に立てば幸いであ
る．アンケートにご協力いただいた光委員の方々に
感謝申し上げる． （防衛大学校　和田　篤）
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